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受療権守るため 

国民皆保険制度守るため 
 

さらに広げよう 

「保険証を残そう！」の声 
 

「保険証を残そう！オールちばの会」キックオフ集会 

 11月19日、「保険証を残そう！オールちばの

会」が結成されました。 

 「現行の健康保険証を守る」の１点で県内の運

動をすすめるため、５団体(千葉県保険医協会・社

会保障推進千葉県協議会・千葉土建一般労働組

合・年金者組合千葉県本部・千葉県民主医療機関

連合会）で９月に準備会を立上げ、キックオフ集

会を迎えました。 

会場となった千葉県弁護士会館の講堂は、満席

の160人。オンラインを含め200人超が参加。 

「保険証を残そう」の声をさらに大きく広げよ

うとの熱気にあふれました。  (写真右下) 

 

  

▼午後 2 時からのキックオフ集会は、吉川恵子

県保険医協会事務局長が司会を務め、岡野久県

保険医協会会長のあいさつで開会しました。 

医療現場から武田浩一氏(医師)、保険者の立場

から桒原厚氏(千葉土建)、法律家の立場から田村

陽平氏(弁護士)がそれぞれ発言しました。 

つづいて経済ジャーナリストの荻原博子氏が

「現行の保険証を残そう！マイナ保険証の罠」

をテーマに講演。「政府は今後 900 億円をかけ

てマイナカードの利用率をアップしようとして

いる」との指摘もありました。 

さらに荻原氏がコーディネーターを務め、シ

ンポジウム形式の質疑応答。会場からの医療現

場でカードを導入している医師からの生々しい

実態報告には驚きの声があがりました。チラシ

を見て参加した方からの「なんとしても私たち

の運動で、保険証廃止を中止させなければ」の

発言に、大きな拍手がわきました。最後に「会」

の結成と今後のとりくみが提案され、拍手で確

認されました。(裏面参照) 

 

 

  

午前11時から、千葉駅前で「オールちば

の会」を準備してきた５団体と千葉市革新懇

が共同して宣伝行動に取り組みました。 

宣伝隊は２頭の怪獣を先頭に36人。親子

連れをはじめ道行く人の関心を引き、用意し

た署名ハガキ入りのティッシュ 1000 個を

1 時間で配り切りました。「岸田首相はあま

りに強引だ」とその場で「現行の健康保険証

残してください」の署名に応じる人も。 

シール投票は保険証廃止「反対」33に対

し、「賛成」１でした。 
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